
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
設
置
補
助
金

　
市
で
は
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
防
止
促
進
の
た
め
、
自
ら
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
に
、
対
象
と
な
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
設
置
す
る
人
へ

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
す
る
人
は
、
設
備
設
置
工
事

の
10
日
前
ま
で
に
申
請
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
設
備
・
補
助
額
／
●
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備（
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最

大
出
力
の
合
計
値
、
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
の
定
格
出
力
の
い
ず

れ
か
の
発
電
出
力
が
10 

kw
未
満
の
も

の
）：
kw（
出
力
）×
２
万
円（
上
限
10

万
円
）　

●
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）：
上
限
10
万

円　
●
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
シ
ス
テ
ム
：
上
限
10
万
円　
●
太

陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム（
強
制
循
環
型

に
限
る
）：
上
限
５
万
円　

●
地
中

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
：
上
限
10
万
円

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐

５
３
２
８
）

協
力
し
て
く
だ
さ
い

夏
季
の
節
電

　
夏
は
電
力
需
要
が
高
ま
る
季
節
で

す
。
電
気
使
用
量
を
抑
え
る
た
め
、

普
段
使
用
し
て
い
る
家
電
製
品
な
ど

の
使
用
方
法
を
意
識
し
な
が
ら
、
日

常
生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
節

電
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
の
節
電
ポ
イ
ン
ト

エ
ア
コ
ン

●
カ
ー
テ
ン
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
よ
し

ず
な
ど
で
外
か
ら
の
熱
を
遮
る
工

夫
を
し
、
設
定
温
度
は
28
℃
を
目

安
に
設
定
す
る
。

●
扇
風
機
を
併
用
す
る
。

●
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
の

使
用
を
控
え
る
。

冷
蔵
庫

●
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
。

●
扉
の
開
け
閉
め
は
、
短
く
少
な
く

す
る
。

照
明
・
そ
の
ほ
か
の
電
気

●
照
明
は
小
ま
め
に
消
す
。

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
交
換
す
る
。

●
長
時
間
使
用
し
な
い
機
器
は
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

結
果
を
公
表
し
ま
す

市
役
所
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
量
状
況

　
市
で
は
市
役
所
の
事
務
・
事
業
に

関
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
な
ど

の
削
減
を
行
う
こ
と
で
、
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
す
る
「
旭
市
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
を
基
準
年
度
と
し
、

平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
５

年
間
で
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
結
果

　
基
準
年
度
と
比
較
し
て
排
出
量
は

１
・
６
％
の
減
少
で
し
た
。

　
昨
年
よ
り
排
出
量
が
増
加
し
た
の

は
、
夏
の
平
均
気
温
の
高
さ
や
秋
以

降
の
寒
気
の
流
れ
込
み
に
よ
る
低
温

に
よ
り
、
電
気
や
灯
油
の
使
用
料
が

増
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
目
標
達
成
に
向
け
、
事

務
・
事
業
に
お
け
る
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

問
環
境
課
環
境
政
策
班（
☎
62
‐
５

３
２
８
）

報
告
し
ま
す

平
成
28
年
度

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平
成
28

年
度
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
は
、

別
表
の
通
り
で
し
た
。
貴
重
な
寄
付

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
「
旭
市
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
」
に
積
み
立
て
、
目
的
に
沿
っ

た
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
政
策
推
進
班（
☎
62

‐
５
３
６
７
）

※平成28年度末の旭市ふるさと応援基金残高は19,204,105円です。

温室効果ガス排出量状況
平成28年度の結果

【別表】平成28年度旭市ふるさと応援寄付金内訳

年度 排出量（kg-CO2） 基準年度からの
増減（％）

平成24年度
（基準年度） 8,772,401 −

平成27年度 8,473,593 △3.4

平成28年度 8,627,718 △1.6

寄付金の使い道 件数 金　額（円）
産業の振興（農水産業・商工業・観光の振興など） 59 5,966,877
健康福祉の充実（子育て支援、高齢者福祉の充実、スポーツ
の振興など） 94 1,705,000
教育の充実（学校教育の充実、生涯学習の充実、芸術文化の
振興など） 45 1,430,000
生活基盤の整備（道路の整備、公園の維持管理、公共交通網
の整備など） 16 764,022
安全安心なまちづくり（防災力の強化、消防力の強化、交通
安全対策など） 53 1,086,458
指定なし 138 7,533,010

合　計 405 18,485,367

※�削減目標：平成24年度を基準年度として△3.8％（平成26
年度から平成30年度）

中央小の管理用備品として
阿部建設株式会社、株式会社千葉銀行／アルミフレー
ムテント３張（40万円相当）
新庁舎建設のため
萬歳１区老人クラブ共楽会／38万4,022円
一中の管理用備品として
株式会社小林商事、株式会社千葉銀行／屋外用国旗２
旗、屋内用国旗２旗、ゲームベスト40枚、カーブミラー
一式および池用水中ポンプ一式（19万200円相当）
中央小の教育用備品として
東総食肉センター株式会社、株式会社千葉銀行／電動
自転車１台（10万円相当）
海上中の管理用備品として
海上中学校第15回卒業生（昭和48年３月卒）一同／リ
ヤカー２台（16万５千円相当）
鶴巻小の管理用備品として
有限会社PigFertilize松ヶ谷、株式会社千葉銀行／丸
イス35脚（20万円相当）

議会に報告された寄付 ※議会報告順、敬称略
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作
品
を
募
集

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

ポ
ス
タ
ー
の
部

作
品
内
容
／
明
る
い
選
挙
の
推
進
を

表
す
も
の

大
き
さ
／
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
の

も
の
か
ら
５
４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
の

も
の
ま
で

応
募
上
の
注
意
／
作
品
の
裏
側
右
下

に
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢

を
記
入
す
る
こ
と
。

※
１
人
１
点
、
自
作
の
も
の
に
限
る
。

標
語
の
部

作
品
内
容
／
●
き
れ
い
な
選
挙
を
表

す
も
の　
●
棄
権
防
止
の
呼
び
掛
け

を
表
す
も
の

字
数
／
20
字
以
内

応
募
上
の
注
意
／
短
冊
１
枚
に
１
点

を
記
載
し
、
作
品
の
左
横
に
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
入
す

る
こ
と
。

※
１
人
２
点
以
内
、
自
作
の
も
の
に

限
る
。

〈
共
通
事
項
〉

申
込
期
限
／
９
月
８
日
（金）

申
し
込
み
方
法
／
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作

品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
帰
属
し

ま
す
。

問
〒
２
８
９
‐
２
５
９
５　
旭
市

二
の
１
９
２
０　
旭
市
選
挙
管
理
委

員
会（
☎
62
‐
５
３
１
０
・
総
務
課

庶
務
行
政
班
内
）

あ
な
た
が
つ
く
る
「
旭
の
逸
品
」

特
産
品
の
開
発
に

補
助
金
を
交
付

　
旭
市
の
新
し
い
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
特
産
品
の

開
発
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
●
市
内
に
あ
る
団
体　
●
市

内
に
住
所
が
あ
る
人
か
、
事
業
所
が

あ
る
法
人

対
象
事
業
／
特
産
品
と
な
る
土
産
品

や
、
地
域
の
食
材
を
使
用
し
た
調
理

品
な
ど
を
新
た
に
開
発
、
ま
た
は
既

存
商
品
の
改
良
を
行
い
販
売
す
る
事

業
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で

す
。

●
市
内
で
の
販
売
が
見
込
ま
れ
る
。

●
名
称
や
意
匠
が
市
と
関
わ
り
が
あ

る
。

●
調
理
品
の
場
合
、
市
内
の
農
産
物

や
畜
産
物
、
水
産
物
を
食
材
に
用

い
て
い
る
。

●
品
質
が
優
れ
て
い
る
。

●
販
売
価
格
ま
た
は
予
定
販
売
価
格

が
適
正
で
あ
る
。

●
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
の
特
産
品

と
し
て
定
着
が
期
待
さ
れ
る
。

対
象
経
費
／
補
助
対
象
と
な
る
経
費

は
次
に
あ
げ
る
も
の
で
、
人
件
費
は

除
き
ま
す
。

●
開
発
費
用

●
品
質
検
査
ま
た
は
栄
養
成
分
分
析

な
ど

●
商
標
登
録
経
費

●
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ラ
ベ
ル
な

ど
の
製
作
費

●
販
売
促
進
に
関
す
る
広
告
、
宣
伝

費

※
直
接
的
な
販
売
経
費
は
対
象
外
。

補
助
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
50
万
円
ま
で

※
１
事
業
に
つ
き
３
年
ま
で

申
し
込
み
方
法
／
商
工
観
光
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
／
８
月
31
日
（木）

選
考
方
法
／
審
査
委
員
会
を
開
き
、

決
定
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
商
業
振
興
班（
☎

62
‐
５
８
７
４
）

温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す

「
未あ

し
た来
へ
の
道
１
０
０
０
㎞

縦
断
リ
レ
ー
２
０
１
７
」
開
催

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
と
、
震
災

の
記
憶
の
風
化
を
防
止
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

自
転
車
に
よ
る
リ
レ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　
青
森
か
ら
東
京
ま
で
の
約
１
、
２

５
０
㎞
を
全
15
日
間
か
け
て
、
た
す

き
を
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

開
催
期
間

　
７
月
24
日
（月）
〜
８
月
７
日
（月）

旭
市
内
日
程

８
月
５
日
（土）
／
●
い
い
お
か
み
な
と

公
園
中
継
所
：
午
後
２
時
ご
ろ　

●
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー

中
継
所
：
午
後
２
時
20
分
ご
ろ

●
東
総
文
化
会
館
中
継
所
：
午
後
３

時
25
分
ご
ろ　
●
旭
ス
ポ
ー
ツ
の
森

公
園（
ゴ
ー
ル
）：
午
後
４
時
ご
ろ

※
ゴ
ー
ル
後
に
地
域
の
魅
力
を
体
感

で
き
る
演
出
や
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
の
交
流
な
ど
を
行
う
ウ
エ

ル
カ
ム
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。（
参
加
自
由
）

８
月
６
日
（日）
／
●
旭
ス
ポ
ー
ツ
の
森

公
園（
ス
タ
ー
ト
）：
午
前
９
時（
ス

タ
ー
ト
式
午
前
８
時
30
分
〜
）　

●
干
潟
小
学
校
中
継
所
：
９
時
35
分

ご
ろ

　
く
わ
し
く
は
１
０
０
０
㎞
縦
断
リ

レ
ー
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

問
体
育
振
興
課
体
育
振
興
班（
☎
64

‐
１
１
３
２
・
総
合
体
育
館
内
）

インフォメーション
くらしの

ワイド
問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

◆市県民税　第２期
◆国民健康保険税　第３期
◆介護保険料　第３期
◆後期高齢者医療保険料　第２期
納期限は８月31日（木）
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期
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